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2024年

(令和６年)

あらぎ島（有田川町）

日本の棚田百選や国の重要文化的景観にも選定されている「あらぎ島」。四季折々の様々な風景で見る者を
楽しませてくれる、本県が誇る景観スポットの一つです。４月下旬～５月上旬は、田植えに備えて水が張られ、
水面が鏡のように真っ青な空や星空を映し出します。 （写真提供：公益社団法人和歌山県観光連盟）
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                      知 事 メ ッ セ ー ジ   

 

紀伊山地の霊場と参詣道 

世界遺産登録 20 周年  

 

 今年は、高野山や熊野三山などが世界遺産に登録されて 20 年目の記念すべき

年です。高野山は弘法大師空海が開いた真言密教の聖地であり、敵味方の戦国

武将のお墓が仲良く並んでいる不思議なパワースポットでもあります。熊野古

道は「小栗判官・照手姫」の物語で象徴されるように、チャレンジドの方が快

適に旅行できる「ユニバーサル・ツーリズム」の発祥の地です。また、霊場は

女人禁制が普通でしたが、「熊野詣」は女性にも開放されており、1300 年前か

らジェンダー平等でした。 

 先般、「令和の熊野詣」の出立式を京都の城南宮で行いました。院政期に白

河上皇、鳥羽上皇、後白河上皇、後鳥羽上皇が 150 年ほどの間に、合わせて 90

回以上も熊野御幸を行いました。今回は、白河上皇が、熊野御幸で大先達を務

めた増誉大僧正に寺院を与え聖護院と称した故事にならい、聖護院門跡の宮城

泰年門主を大先達の役で、上皇役は不肖私、女院役を俳人の黛まどかさんにお

願いしました。 

 この出立式を再現するために学術的な研究を深めホストしていただいた城南

宮の鳥羽重宏宮司には感謝しかありません。千年を超える時の流れと人のご縁

に、柄にもなく緊張しました。 

 紀伊山地の霊場と参詣道の世界遺産登録 20 周年をきっかけに「聖地リゾー

ト！和歌山」の魅力を内外に発信し、観光立県和歌山にたくさんのお客さまを

お迎えしたいと思います。 

 

 

 

和歌山県知事 岸 本 周 平 

  

3/26 知事定例記者会見にて 
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 和歌山県政トピックス                       

 

●「台湾東部沖地震義援金」の募集について              

 

 2024（令和６）年４月３日に発生した台湾の東部沖沿岸を震源とする地震に

より、犠牲となられた方々に深い哀悼の意を表するとともに、被災された方々

に心よりお見舞いを申し上げます。 

 県では、この度の地震による被災者を支援するため、義援金を募る運びとな

りました。お寄せいただいた義援金は、台北駐大阪経済文化弁事処へお届けす

る予定です。皆さんの温かい御支援をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●大相撲三月場所で「和歌山県知事賞」を贈呈しました         

 

 ３月 10 日から 24 日までエディオンアリーナ

大阪で開催された大相撲三月場所の幕内優勝

力士に対し、和歌山県知事賞を贈呈しました。 

 ３月 24 日の千秋楽、優勝力士決定後に行わ

れた表彰式において、右足首にけがをしながら

も、新入幕で初優勝という 110 年ぶりの快挙を

達成した 尊
たける

富士
ふ じ

に、知事から本県の特産品で

ある根来塗の大盃と保田紙で作成した賞状を

贈呈しました。また、賞金のほか副賞として和

歌山県産の果物の中から、味一みかん、あら川の桃、新秋柿をそれぞれが旬を

迎える季節にお届けしていきます。 

 県では、古くから相撲競技に力を入れており、多くの力士を輩出しています。 

今後、本県出身力士にも、是非和歌山県知事賞を知事から受け取っていただ

きたいと思います。 

表彰式で尊富士に大盃を贈呈する知事 
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                        和歌山県政トピックス   

 

●2023(令和５)年度(第 16 回)プレミア和歌山推奨品が決定しました！      

 

 県では、2008（平成 20）年度から県産品の

ブランド力強化を図るため、農林水産物、加

工食品、産業製品などの“和歌山のめぐみ”

の中でも特に優れたものを和歌山県優良県

産品「プレミア和歌山」として認定し、推奨

しています。 

 そして、推奨品に認定されたものの中か

ら、全国レベルの訴求力を持ち、プレミア和

歌山全体の知名度向上に寄与する商品に「プ

レミア和歌山推奨品審査委員特別賞」を授与し、特別賞に次ぐ特に優れた産品

に「プレミア和歌山推奨品審査委員奨励賞」を授与しています。 

 ３月４日に 2023（令和５）年度プレミア和歌山推奨品発表会を開催し、審査

委員会委員長の残間里江子さんから特別賞・奨励賞の発表と表彰を行いました。 

 今回も素晴らしい品々が出揃っております。皆さん是非お買い求めください。 

 なお、和歌山県産品推奨制度として、プレミア和歌山は、これまでの 16 年間

で約 450 事業者 1,300 を超える県産品を認定し、種々の成果を挙げてきました。

その一方で課題も見えてきたことから、2025（令和７）年度からプレミア和歌

山に代わる新たな推奨制度を設け、県産品の推奨を行う予定としております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受賞者の皆さんと残間委員長と知事 
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 和歌山県政トピックス                       

 

●世界をめざして！ 第 15 期ゴールデンキッズ修了式を開催しました          

 

 この度、将来トップアスリート

としての活躍が期待される「ゴー

ルデンキッズ」第 15 期生 36 名（男

子 20 名、女子 16 名）が３年間の

育成プログラムを修了しました。 

 県では、2006（平成 18）年度か

ら県内の優れた素質を有するこど

もたちを早期に見出し、発達段階

に応じた「育成プログラム」を展開することで、将来オリンピックをはじめと

する国際舞台で活躍する競技者を育てることを目的とした「ゴールデンキッズ

発掘プロジェクト」を開始しています。 

 2023（令和５）年度で 18 回目を迎えたこのプロジェクトでは、今回の修了生

を含め 561 名が修了し、国際大会や全国大会で活躍しています。 

 修了式では、知事から修了証の授与や記念品の贈呈を行い、これまでの活動

を記録した DVD 映像が上映された後、松村
まつむら

怜奈
れ な

さんと渡辺
わたなべ

侑
ゆう

紀
き

さんが「ゴール

デンキッズで学んだ積極性を忘れず、何事にも挑戦していきます」と力強い「代

表のことば」を述べました。 

 こどもたちはいつの時代も明るい未来に向かって成長していく私たちの希望

です。これからも世界のトップアスリートを目指すこどもたちを支援するとと

もに、世界で活躍する修了生の皆さんを様々な方法により支えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

修了証を手にする第 15 期生の皆さん 
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                        和歌山県政トピックス   

 

●「紀伊山地の霊場と参詣道 世界遺産登録 20 周年記念サミット」を開催

ししました！                            

 

和歌山、三重、奈良の三県は、世界遺産「紀

伊山地の霊場と参詣道」を中心とした紀伊半

島地域の観光振興と地域活性化を図るため、

世界遺産等を活用した事業を共同で推進す

る「吉野・高野・熊野の国」事業に 2010（平

成 22）年から取り組んでいます。 

 今年の７月７日に「紀伊山地の霊場と参詣

道」が世界遺産登録 20 周年を迎えることを

記念し、この度、メディア関係者や旅行事業

者等を対象としたサミットを開催し、約 180 名が参加しました。 

 約 180 名が参加した本サミットでは、「死ぬまでに行きたい！世界の絶景」プ

ロデューサーで、昨今の“絶景”ブームを牽引する詩
し

歩
ほ

さんに、「紀伊山地の霊

場と参詣道」の絶景スポットをテーマにトークショーを行っていただきました。 

 そして、沿線市町村長による地域の魅力紹介後に、「世界遺産登録 20 周年の

取組と今後の連携」をテーマとして、三県知事と詩歩さんによる記念トークセ

ッションが行われました。記念トークセッ

ションで知事は、高野・熊野に代表される

Spirituality（精神性）、深い森や豊かな

海に象徴される Sustainability（持続可

能性）、そこから生み出される Serenity

（静謐さ）という３つの“Ｓ”が本県の観

光資源の特徴であること、これらの要素が

揃う本県は、古くから神々の宿る聖地であ

ると同時に、豊かな自然に育まれた文化や歴史、温泉、食、アミューズメント

など多彩な聖地を生み出し、訪れた人々の心や体を癒やすリゾート地としても

親しまれてきたこと、そして、新しく作った観光キャッチフレーズ「聖地リゾ

ート！和歌山」に込めた想いなどについて話しました。 

 県では、世界遺産登録 20 周年を契機として、「聖地リゾート！和歌山」のキ

ャッチフレーズのもと、県内全域で観光産業を盛り上げるとともに、国内外か

ら多くの方々に来県いただけるように様々な施策を展開していきます。 

詩歩さんによる記念トークショー 

三県知事と詩歩さんによる記念トークセッション 
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 和歌山県政トピックス                          

 

●2023(令和５)年度和歌山県発明考案表彰式を開催しました       

 

 県では、優れた発明、考案によっ

て科学技術の改善や向上に貢献した

方々の功績を讃えることにより、発

明考案意識の高揚を図り、県内産業

の振興や県民生活の向上、本県の文

化の発展に寄与することを目的とし

て、1997（平成９）年度より「和歌山

県発明考案表彰」を行っています。 

 この度、優秀な発明や創作により科学技術の向上に寄与し、県内産業の振興

に貢献した 11 名（７件）の方に発明賞を、優れた創意工夫によって生産技術の

向上等に貢献した２名（２件）の方に創意工夫功労賞をお贈りしました。 

 式典では、受賞者を代表して株式会社タカショーの

高岡
たかおか

伸夫
の ぶ お

代表取締役社長が、「この度の受賞は、我々の

向上心を強く刺激してくれるものであり、受賞者だけ

でなく、県内の他の事業者にも波及し、県勢の浮上に

寄与するものである。この栄誉を糧に、一層精進した

い」と謝辞を述べられました。 

 県では、受賞者の皆さんのように、失敗を恐れずに

試行錯誤を繰り返し、新たな価値を創造する方が今後

も現れ、本県の産業をけん引していただけることを大

いに期待しています。また、あらゆる分野で絶えずイノベーションが起こる環

境作りに努めるとともに、技術開発や新たなビジネスへのチャレンジを全力で

支援していきます。 

 

 

 

 

  

受賞者の皆さんと知事 

謝辞を述べる高岡代表取締役社長 
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                        和歌山県政トピックス   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●企業誘致等の実績について（2024(令和６)年１月～３月）              

 

 本県の企業誘致等の取組について、１月～３月の実績を御紹介します。 
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 和歌山県政トピックス                          
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                        和歌山県政トピックス   

 

●県移住情報サイト「わかやま LIFE」をリニューアルしました！     

 

この度、移住を検討している方々に向け、本県への移住に関する情報を総合

的に発信する情報サイト「わかやま LIFE」をリニューアルし、現地訪問や関係

人口創出に関するコンテンツや、ゲストハウスを活用した現地滞在をテーマに

したインタビュー動画を公開しました。 
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 和歌山県政トピックス                       

 

● 県 内 各 地 の 郵 便 局 長 が 移 住 希 望 者 の 現 地 案 内 を 支 援 し ま す ！    

～～地域案内人として移住希望者の窓口に～              

 

 県の移住相談窓口『わかやま移住定住支援センター』では、本県への移住促

進のため、移住希望者向けに、地域の人に会える「オーダーメイド現地案内」

を実施しています。 

今回、郵便局の協力を得て「郵便局長に会える現地案内」の運用を開始しま

す。地域の暮らしに溶け込み、様々な地域活動にも協力している郵便局長が、

“地域案内”と“地域の人との繋がりづくり”を支援します。 

また、移住に際して大きな課題となっているのが“住まい探し”です。この

ため、県内 263 全郵便局に空き家相談リーフレットを設置して、地域住民の方

へ空き家相談を呼び掛け、移住者の住まいとして空き家活用にも連携して取り

組んでいきます。 
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                        和歌山県政トピックス   

 

●和歌山県では初！「ポケふた」お披露目式を開催しました        

 

 ３月 25 日に、本県では初の設置

となる「ポケふた」のお披露目式を

開催しました。 

 ポケモンマンホール「ポケふた」

とは、株式会社ポケモンが、自治体

と連携した地域活性化策として展

開する、ポケモンがデザインされた

マンホールの蓋のことで、市町村へ

無償で寄贈され、設置後の管理は市

町村が行います。33 都道府県に 334

枚（３月 25 日時点）設置されており、１つ１つ世界で１枚だけのオリジナルデ

ザインとして作られています。 

また、「ポケふた」は、設置後、スマートフォン向け位置情報ゲーム『Pokémon 

GO』で「ポケストップ」として登場するため、実際に「ポケふた」を訪れ、ゲー

ム上で「ポケストップ」を回すことで、ゲーム内で使用できる道具を手に入れ

ることができます。 

この度のお披露目にあたり、スペシャルゲストとしてポケモンの「ピカチュ

ウ」が登場し、大いに盛り上げてくれました。 

 多くのファンの心をひきつけてやまないポケモンの魅力と、風光明媚な本県

の持つ観光資源が相乗効果を発揮して、より多くの方に本県の魅力に触れてい

ただく機会が創出されることを期待しています。 
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 お 知 ら せ                             

 

●県立近代美術館で「土が開いた現代 革新するやきもの」を開催中です        

 

20 世紀後半、第二次世界大戦後の京都を中心に、

陶芸によって新たな表現の世界を開拓する作家たち

が現れました。 

 林
はやし

康夫
や す お

、八木
や ぎ

一夫
か ず お

、山田
や ま だ

光
ひかる

、鈴木
す ず き

治
おさむ

らは、家業と

しての製陶にかかわる一方で、やきものの技術を使

いながらも、従来の茶碗や花瓶といった実用のため

の陶器から独立した、独自の表現の可能性を求めて

模索を続け、類例のない表現を生み出すに至ります。 

それまでになかった作品のあり方として、前衛陶芸

や現代陶芸、あるいはクレイ・ワークといった言葉と

ともに試みられてきた表現の世界は、その始まりから 70

年以上を経て、一つの分野を形作っています。 

陶芸という長い歴史と伝統のある領域で、新しい表現の

創造は決して容易なことではありませんでしたが、土とい

う素材とそれを成形する技法をつきつめ、時に寄り添い、

時に反発しながら生み出されてきた表現は、既に歴史的な

厚みを持っています。 

本展覧会では、前衛陶芸を最初に試みた四耕会
し こ う か い

から、革

新的な作品を生みだす作家たちのよりどころとなった

走泥社
そうでいしゃ

、そして世代を継いで創作を続けてきた作

家たちの作品約 100 点によって、やきものが開拓

してきた新しい表現の展開の歴史を紹介します。 

時代による表現の変遷、素材と形との葛藤、そ

して個々の作家の持続的な探求を陶による表現

の中に見出すことができる展覧会です。 

皆さん是非お越しください。 

 

  

林康夫《人体》1950(昭和 25) 陶  

八木一夫《奇偶》 

1973(昭和 48) 黒陶  

三島喜美代《パッケージ》1974(昭和 49)  

シルクスクリーン、陶 
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                            お 知 ら せ  

 

●「聖地リゾート！和歌山 モバイルスタンプラリー」を開催中です！   

 

 和歌山県を訪れる皆さんに、県内をより一層有意義に観光してもらおうと、

スマートフォン等のアプリを使って、県内各地の歴史や絶景、温泉、グルメな

どのスポットを楽しみ、学びながら周遊いただける「わかやま・まるごとスタ

ンプラリー」が、この度「聖地リゾート！和歌山 モバイルスタンプラリー」と

してリニューアルしました。 

 アプリをダウンロードし、必要項目を登録するだけで参加でき、獲得したス

タンプ数に応じて、抽選で地域特産品等が当たるほか、①②のコースで全ての

スタンプを獲得し応募された方には「完全達成者賞」をプレゼントします。 

和歌山の観光スポットをストーリー立てで巡ったり、お得なクーポンで巡っ

たりと、是非「聖地リゾート！和歌山」を御体験ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●平和酒造株式会社の「平和どぶろく壱ノ濁」「紀土純米大吟醸」が ANA

和和酒セレクションに採用されました                 

 

 平和酒造株式会社（海南市）の「平和どぶろく 壱ノ濁」「紀土 純米大吟醸」

が、全日本空輸株式会社（以下、ANA）が機内及びラウンジで提供する和酒（日

本酒・焼酎）セレクションに選定され、国際線ビジネスクラスの機内で提供さ

れることとなりましたのでお知らせします。県から ANA への商品紹介をきっか

けに、今回 ANA 国際線ビジネスクラス機内での提供に至ったものです。 
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 お 知 ら せ                          

 

●「企業版ふるさと納税」で和歌山県の取組を応援しませんか？        

 

企業版ふるさと納税とは、企業の皆様が寄附を通じて地方公共団体の地方創

生プロジェクトを応援した場合に、税制上の優遇措置が受けられるほか、様々

なメリットがある仕組みです。 

和歌山県では、この制度を活用し県の地方創生の取組を応援していただける

企業の皆様を募集しています。 
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                            お 知 ら せ  
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 お 知 ら せ                          

 

●ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）の御案内               

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふ

るさと和歌山を大切にしたい」、「和

歌山を応援したい」という思いを具

体化するための制度です。これまで

多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを頂いております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附

を「世界遺産『紀伊山地の霊場と参

詣道』の保全や活用」や「子育て支

援の充実」、「がん対策の充実」など

の分野で活用させていただいてお

ります。 

御寄附につきましては、申出から

クレジット決済等までを同時に行う

ことが可能なふるさと納税総合サイトを御利用ください。 

また、和歌山県外にお住まいで 13,000 円以上の御寄附を頂いた方には、和歌

山県優良県産品（プレミア和歌山）として県が認定した商品等のうち、事業者

の協力を得て選定した返礼品の中から１品をお選びいただけます。和歌山県が

誇る優良産品を是非御堪能ください。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふ

るさと和歌山応援サイト」に掲載しています。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますようお願い申し

上げます。 

 

 

 

 

 

 

 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－･ 

★お問合せ・申込窓口★           ★お問合せ窓口★  
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地       東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課           都道府県会館12階 
担当 大亦、山中、西浦             和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186（直通）         担当 松場 
FAX  073-423-1192             電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp  FAX  03-5212-9059 
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                            お 知 ら せ  

 

●ふるさと和歌山応援寄附を活用して行う県の取組              

 
 ①生涯スポーツ・文化の振興 

②子供たちの教育環境の充実 

③がん対策の充実 

④犬・猫の殺処分ゼロを目指す活動への支援 

⑤世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の保全や活用 

⑥南紀熊野ジオパークの推進 

⑦地元企業への就職を促進する奨学金返還支援 

⑧学校図書館や県立図書館の蔵書の充実 

⑨わかやまの美しい海づくり 

⑩わかやまの文化財の保護 

⑪大切なふるさとの森を守り育てる 

⑫わかやまのナショナル・トラスト 

⑬わかやまの農林水産業の振興 

⑭子育て支援の充実 

皆様からいただいた寄附金の成果につきましては、「ふるさと和歌山応援サイト」

などで報告させていただきます。 
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  ふるさと歳時記                          
 
 
イベント情報（５月） 
 

＊最新の情報は、各主催者へお問い合わせください。 
 

開催日・時期  行事名  場所  問い合わせ先  

５月４日 

５月５日 
紀州九度山 真田まつり 

道の駅「柿の郷

くどやま」芝生

広場 

（九度山町） 

真田祭実行委員会 

0736-54-2019 

５月 12 日 

みやこ姫よさこい祭り 

御坊総合運動

公園 

（御坊市） 

みやこ姫よさこい祭り

実行委員会 

0738-32-0088 

てとこと市 
本町公園 

（和歌山市） 

てとこと市実行委員会 

073-425-8583 

和歌祭 
紀州東照宮 

（和歌山市） 

和歌祭保存会 

073-444-0808 

５月 19 日 
第 36 回和歌浦漁港朝市 

（おっとっと広場） 

和歌浦漁港駐

車場 

（和歌山市） 

有限会社ベイサイド 

和歌浦 

073-446-3308 

 

自然・風物情報（５月） 
 

  

時期  自然・風物名  場所  問い合わせ先  

～５月上旬 
養翠園のカキツバタの

見頃  
養翠園 

（和歌山市） 

養翠園 

073-444-1430 

５月上旬 

～５月中旬 
ぶどう山椒出荷最盛期  紀美野町 

海草振興局農業水産

振興課 

073-441-3378 

５月下旬 龍神村ホタル鑑賞  田辺市龍神村各所 
(公社)龍神観光協会 

0739-78-2222 
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～編集後記～ 

 

まだ４月というのに、すっかり初夏の陽気が漂う暖かさとなっておりますが、皆様、

いかがお過ごしでしょうか。新年度も、引き続き編集後記を担当させていただきますの

で、本編同様、ご愛読のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 今年の和歌山県は、大きな盛り上がりの中で春を迎えました。皆様ご存じのとおり、

県立耐久高校と県立田辺高校の２校が選抜高校野球大会に出場、特に春夏通じて初出場

の耐久高校は学校創立が 1852 年ということもあり、全国から大いに注目されました。

残念ながら両校とも１回戦で敗退しましたが、満員のアルプススタンドからの応援は迫

力満点で、応援団賞の最優秀賞に耐久高校が、優秀賞に田辺高校がそれぞれ選ばれまし

た。皆様の中にも、同級生と肩を組み、声をからして母校を応援された方もいらっしゃ

ったのではないでしょうか。 

 

さて、春といえば、タケノコや山菜など山の幸が豊富なシーズン。ワラビにゼンマイ、

フキにごんぱち（イタドリ）など、少し山に入ればいくらでも手に入れられます。しか

し、タケノコだけはイノシシとの争奪戦。土から頭を出す前の柔らかいタケノコはイノ

シシのもので、私たちはイノシシが見逃したものや食べ飽きたあとに残ったかたいもの

をようやく口にできるという状況で、ここでも鳥獣被害に悩まされています。 

それでも、今年も旬の山の恵みをおいしくいただけることに感謝しつつ、こどもの頃

は全く見向きもしなかったなぁ、などと思い起こしながら、着実に年を取っていくのを

実感している毎日です。 

 

今回も最後までご覧いただき、ありがとうございました。 

 

 

        知事室 秘書課長  津井田 一陽 

 

 

 

 

 和歌山だよりに対する御意見・御感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌 

山に関する情報を御提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと

考えています。（下記の FAX（様式自由）、E-Mail 等でお願いします。） 
     

■FAX    073-422-4032 

■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

 
 

★「和歌山だより」Web 版を和歌山県ホームページにアップしています。Web 版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので、是非ご覧ください。 

＊ 個 人 情 報 に つ き ま し て は 、 「 和 歌 山 だ よ り 」  

の 発 行 以 外 の 目 的 に は 、 使 用 い た し ま せ ん 。  

2024 年（令和６年） NO.182 

和歌山県 秘書課  
〒 640- 8 58 5  和歌山県和歌山市小松原通１－１  
TEL 073-441-2026 

 

県ホームページ 

QR コード 

ふるさと和歌山 

応援サイト QR コード 


